
（仮称）公共交通応援隊及び公共交通ネットワーク調査研究会について 

 

１ （仮称）公共交通応援隊について 

 (1) 目標 

   みんなで地域公共交通活性化に向けた周知広報事業やイベントなどの市民主体の取組や

アイデアを考え、それを実現させること 

 (2) メンバー 

   10名（男性 8名、女性 2名） 

 (3) 開催日時・内容 

   第 1回 平成 27年 8月 5日（水）午後 2時から午後 4時まで 

       （仮称）公共交通応援隊の目的について 

   第 2回 平成 27年 8月 20日（木）午後 1時から午後 3時まで 

       （仮称）公共交通応援隊で進めていくアイデア出し 

   第 3回 平成 27年 11月 6日（金）午後 1時から午後 3時まで 

       （仮称）公共交通応援隊で取り組む事業の決定 

   第 4回 平成 27年 12月 10日（木）午後 1時から午後 3時まで 

       （仮称）公共交通応援隊のメンバー募集について 

 (4) 開催結果 

   第 3回では、第 2回で出たアイデアからまず一つ取り組む事業を決定する予定でしたが、

メンバーそれぞれでやりたいことが違い、一つにまとめることが難しかったため、メンバー

募集をすることになりました。 

   第 4回では、メンバー募集について検討し、以下の 4つのアイデアが出ました。 

 

  ①何かイベントなどを開催してみて、公共交通に興味のありそうな人をメンバーに勧誘する 

  ②事業ごとのグループを作って、グループごとにメンバーを募集する 

  ③（仮称）公共交通応援隊のメンバー募集をして人数が集まってからグループ分けをする 

  ④事業の企画とメンバー募集を同時に行う 

   

  この中の「②事業ごとのグループを作って、グループごとにメンバーを募集する」で進める

こととなり、以下の３つのグループができました。 

 

 

  ①「新しい乗合い交通」検討会（仮称） 

  ②学生と連携して事業を行うグループ 

  ③子ども向けイベントを行うグループ 

 

 

今後は、それぞれでメンバー募集や事業を具体的に進めていくこととなり、１月中に各グル

ープの会議が開催される予定です。 

 

資料５ 



 

２ 公共交通ネットワーク調査研究会について 

 (1) 目的 

   長久手市第２次地域公共交通総合連携計画に定める公共交通ネットワークの将来像実現

を目的とし、将来像の具体化に向けた課題について調査研究を行います。 

今年度は、主に高齢者など交通弱者への公共交通移動に関する調査研究を行い、年度末ま

でに４回程度の開催を予定します。 

 (2) メンバー 

   検討事項に関係する課等の係長級職員とします。 

   今年度の構成員は、政策秘書課、経営管理課、たつせがある課、安心安全課、福祉施策室、

福祉課、長寿課とします。 

 (3) 開催日時・内容 

   第 1回 平成 27年 10月 20日（火）午後３時３０分から午後５時まで 

       検討テーマと現状の共通認識 

   第 2回 平成 28年 1月中（予定） 

       新たな交通システムの導入可能性の確認 

(4) 開催結果 

  第 1 回では、市の現状、N-バス、福祉有償運送、高齢者の利用促進などについて情報共

有を行いました。その中で、この調査研究会では、公共交通でも福祉有償運送でもカバーで

きない人たちを中心に調査研究をしていくこととなりました。第 2回は既存の資料から把握

できるニーズや先進事例などを資料として調査研究を行います。 

 


